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事 業 評 価 ア ン ケ ー ト
第２章　日本・中国青年親善交流事業「日中代表ユースフォーラム」

Ⅰ　趣旨
　本年度事業の成果を測るため、日本参加青年全員を
対象として事業終了時にアンケート評価を行うととも
に、事前研修及び事後研修時に、能力向上等に関する
自己評価の変化について比較調査を行った。
　事業終了時のアンケート評価の数値基準は、５段階
評価（評価の高い方から５～１）を基本とした。また、
日本参加青年の自己評価の変化に関する比較調査につ
いては、他の調査との比較の観点から６段階評価（評
価の高い方から６～１）を基本とした。

Ⅱ　評価結果
１. 事業目的の達成度
①プログラムの満足度
　「中国青年との意見交換会（日中代表ユースフォーラ
ム）をどのように評価しますか」との問いに対して、日
本参加青年の多くが５段階評価の４（良かった）以上を
付けたが、一部の青年は３（どちらでもない）、２（悪
かった）、１（とても悪かった）を付けた結果となった。
　日本参加青年からは、「普段交流することのできな
い方々と交流の機会を頂けたことで、中国に関する今
までは知り得なかった文化や価値観を理解することが
できた。」「実際に中国参加青年の意見は自分がイメー
ジしていたものとは異なっていたり実際に中国で何が
起きているのかを把握できていなかったったりしたた
め、新しい発見ができたことが非常に良かった。」「日
中両国青年が真剣な態度で交流に臨み、お互いの国
や取り組みを知る有意義な時間にすることができた。」
などのコメントがあった。
　これらの回答から、日本参加青年は中国参加青年と
の交流を通し、新たな発見や理解を深めた経験を得た
ことが窺える。
　一方で「中国の社会事情や文化を知ることができた
が、限られている時間のため、どうしても深い話をす
ることができなかった。」といった感想もあり、限られ
た時間の中での交流に制限を感じた日本参加青年もお
り、オンライン交流に課題が残る形となった。

②中国青年等との相互理解と友好
　「この事業を通じて、あなたと中国の人々の相互理
解が深まったと思いますか」及び「この事業を通じて、
あなたと中国の人々との友好が深まったと思います

か」との問いに対して、日本参加青年の多くが５段階
評価の４（深まったと思う）を選択した。一部の青年
は３（どちらでもない）または１（深まったと思わない）
を選択した。
　相互理解に関して日本参加青年からは、「中国にお
ける面子文化ひとつとっても、こうしたプログラムに
参加しなければ知ることのできなかった価値観であ
り、この事業を通じて、中国人に対する文化や価値観
を尊重することができるようになった」「中国も日本
と同じ課題を抱えており、また先行する日本の状況に
ついて強い関心を持っていることが分かった」などの
コメントがあった。
　友好に関して日本参加青年からは、「私達が中国の
教育や文化などに触れることができたように、彼らも
また、わが国の価値観や歴史などに触れることができ
たといえ、友好関係に最も重要であるところの、” 知る ”
ということができた。」「中国青年の方々が非常に日本
人や社会、文化に興味関心を持ってくれていることを
実際に感じることが出来ました。」などのコメントがあ
った。
　これらのことから、事業を通じて中国の価値観や文
化に触れ、中国と日本の相違点や共通点の発見が相互
理解と友好に繋がったと考察できる。
　一方で、「事業を通して中国青年との交流時間がそ
こまで長くなかった。」「意見交流会以後のつながりが
薄くなってしまった。」などのコメントがあり、一部の
日本参加青年からは、中国参加青年との相互理解や友
好を深めるための交流時間の短さを惜しむ声も挙げら
れた。

③事前研修及び事後研修の満足度
　「事前研修及び事後研修をどのように評価しますか」
との問いに対して、日本参加青年の多くが５段階評価
の４（良かった ) 以上を付け、高い評価であった。
　日本参加青年からは、「日本代表としてオフィシャ
ルな場での振る舞いを学べた。」「運営サポーターの方
や講師の先生のお話が、自分の成長を助長させてくれ
た。」「自らを振り返ることで今後の目標を明確にでき
た。」などのコメントがあった。
　これらのことから、参加青年は研修により自己理解
を深めながらプログラムに参加し、自身の中で目標や
課題を認識したと考察できる。
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２. 日本参加青年の成長 
①個人の能力の向上
　本事業の日本参加青年に対し、事前研修時と事後研
修時での能力の成長の変化について６段階（６＝十分
備えている、５＝備えている、４＝ある程度備えてい
る、３＝あまり備えていない、２＝備えていない、１
＝全く備えていない）による比較調査を行ったところ、
次のような結果になった。

　・「コミュニケーション能力」：
　　4.6 から 5.1 となり、0.5 ポイントの増。

　・「多文化に対応する適応能力」：
　　4.8 から 5.4 となり、0.6 ポイントの増。
　・「チャレンジ精神」：
　　5.0 から 5.1 となり、0.1 ポイントの増。
　・「ディスカッションを通じた問題解決能力」：
　　4.5 から 4.6 となり、0.1 ポイントの増。
　・「企画力」：
　　4.3 から 4.4 となり、0.1 ポイントの増。
　・「マネジメント力」：
　　4.2 から 4.4 となり、0.2 ポイントの増。
　（ポイント数については、小数第二位を四捨五入）

　全ての項目において、事業参加後に能力の向上が確
認できた。なかでも、「コミュニケーション能力」及
び「多文化に対応する適応能力」に大きな上昇が見ら
れた。
　これらの項目に共通することとして、日本参加青年
同士での課題への取り組みや、中国青年との意見交換
など、多様な属性や背景をもつ青年達と実践的に交流
を行った経験が能力向上に大きく貢献したと考えられ
る。

②個人の意識の変化
　本事業の日本参加青年に対し、事前研修時と事後研
修時での意識の変化について６段階（６＝非常にそう
思う、５＝そう思う、４＝ややそう思う、３＝あまり
そう思わない、２＝そう思わない、１＝全くそう思わ
ない）による比較調査を行ったところ、次のような結
果になった。

　・「今後、海外に留学してみたい。」：
　　5.5 から 5.2 となり、減少。
　・「今後、海外で働いてみたい。」：
　　5.3 ポイントから増減なし。
　・「国際的な仕事や仕事以外の活動（ボランティア等）
　　に関わりたい。」：
　　5.5 から 5.6 となり、0.1 ポイントの増。
　・「地域に貢献する仕事又は仕事以外の活動（ボラ
　　ンティア等）に携わりたい。」：
　　5.1 から 5.3 となり、0.2 ポイントの増。
　・「仕事や仕事以外の活動（ボランティア等）において、
　　リーダーシップを発揮したい。」：
　　4.8 ポイントから増減なし。
　・「自分の言いたいことを英語又は他の言語で表現
　　できように勉強したい。」：
　　5.7 ポイントから増減なし。
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　・「日本のことについてより理解を深めたい。」：
　　5.8 ポイントから増減なし。
　（ポイント数については、小数第二位を四捨五入）

　日本参加青年は事業参加以前から、設問内容に対し
ての個人の意識が高く、本事業を経験したことによる
大幅な変化は見られなかった。

　しかし、海外への留学の項目のみポイントが減少し
ていることから、オンライン交流の経験を通して、社
会貢献活動や今後のキャリア形成などの留学目的は国
内からでも目指すことができると認識するなど、意識
に変化があったことが推測される。

事後研修事前研修
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地域に貢献する仕事又は仕事以外の活動（ボランティア等）に携わりたい。
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Ⅲ　総括評価
　最後に、アンケートから日本参加青年のコメントを
抜粋し、今回の総括評価をまとめる。
　「事業全体をどのように総合評価しますか」との問
いに対して、日本参加青年の多くが５段階評価中４（良
かった）以上を付け、高い評価であった。
　日本参加青年からは、「事前研修や中国参加青年と
の意見交換を通じて、中国の文化・社会事情について
深く学ぶ機会が設けられており、非常に充実したもの
であると感じた。」「公式な場で実際に国際交流ができ
たことはとても良い影響があった。またバックグラン
ドが異なる日本参加青年と協力しながら交流を深めら
れた。」「自己効力感を高め、自分の行動力を引き出す
きっかけとなった。」「充実した内容であり、かつ安心
感があった。また内閣府主催により、中国の優秀な青
年と話すことができた。」「プログラムに積極的に取り
組もうという気持ちが、回を増すごとに高まった。今
後も継続して日中交流活動に何かしらのかたちで携わ
っていたい。」などのコメントがあった。
　これらのことから、公式の場で国の代表青年として
本事業に参加した経験がとても貴重なものであると認

識する参加青年が多く、参加したことをきっかけに自
己成長や交流活動への意欲がより向上したといえる。

　「事業参加を通じて、社会貢献活動を始めたい、参
加したいという意欲などを持ちましたか」との問いに
対して、日本参加青年の多くが５段階評価中４（ある
程度意欲を持った）以上を付け、高い評価であった。
　日本参加青年からは、「今まで興味を持っていなか
った気候変動、特に緑化・植林活動に興味を持ち、日
本人として問題解決に取り組みたいと思うようになっ
た。中国参加青年から、具体的な活動が身近なとこ
ろでも行われていることを教えてもらい、意欲が増し
た。」「年齢、職業などに関わらずいろんな人が社会の
ために活動していることを知り、自分らしく社会に貢
献したいと思った。」「交流を通じて新しい繋がりがで
きたため、社会貢献活動に参加しやすくなったと感じ
る。」などのコメントがあった。
　これらのことから、テーマに沿って主体的に学習を
かさね、課題に対しても真剣に捉え意欲的に取り組ん
だ様子が窺える。また中国参加青年と意見を交わし、
多様な意見を吸収し視野を広げたことで、社会貢献へ
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の関心を深めた結果となった。

　「この事業は、将来に役立つと思いますか」との問
いに対して、日本参加青年の多くが５段階評価中４（役
立つと思う）以上を付け、高い評価であった。
　日本参加青年からは、「日中関係に貢献したいと考
えているが、事業を通して中国について理解すること
ができた。」「将来も日中に関わる仕事に就きたいと考
えているため、中国をよく知ることができた本事業は、
必要不可欠だった。」「日本代表としての立ち振る舞い
などを学んだ。そして、チームワークに必要なものや
スキルを身につけた。」「他国の文化を学ぶ事の重要性
に気づけた。」などのコメントがあった。
　これらのことから、多くの参加青年が本事業を通し
中国の文化を理解し、より身近に感じられるようにな
ったことで、仕事だけでなく人生におけるキャリアに
おいても選択肢を広げる一助となったことがわかる。
また課題の取り組みや日本青年同士の交流を深める中
で、チームワークの重要性を認識し、団結力を高める
ための技術を身に着けたことにより自身の成長につな
がったと考察できる。

　今年度は日本参加青年同士の繋がりや交流に対して
も高い満足度を感じているコメントも多く見受けられ
た。同じ目的を共有し共に行動することで自身や日本
を新たな視点で見直すことができたという参加青年も
おり、別の側面からも評価を得た結果となった。
　本事業の目的である「日本と中国の相互の友好と理
解の促進」に関して、中国に対する理解については参
加青年からは高い評価を得られ、交流への意欲も高ま
っていることから、十分に達成できたと評価できる。
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